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田
中
幸
太
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

以
前
の
答
弁
で
、
行
徳
可
動
堰

（
せ
き
）
の
改
築
工
事
が
平
成
23

年
度
に
開
始
さ
れ
る
と
あ
っ
た
。

可
動
堰
と
一
体
構
造
と
な
っ
て

い
る
行
徳
橋
は
、
老
朽
化
が
進

み
市
民
が
安
心
・
安
全
に
利
用

で
き
る
状
態
で
は
な
い
。
可
動

堰
の
改
築
に
伴
い
、
橋
も
整
備

す
る
と
聞
く
が
、
安
全
対
策
の

考
え
を
問
う
。

可
動
堰
改
築
に
伴
う
橋
の
安
全
対
策
は

市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
国
・
県
に
協
力

行　徳　橋

答
　

国
が
行
う
行
徳
可
動
堰
の

改
築
と
併
せ
た
行
徳
橋
整
備
計

画
は
、
江
戸
川
の
上
流
に
橋
を

架
け
替
え
る
方
向
で
、
現
在
、

国
と
県
で
整
備
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
合
意
に
向
け
て
協
議
を

進
め
て
い
る
と
聞
く
。

　

今
後
一
日
も
早
く
、
市
民
が

安
心
・
安
全
に
橋
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
市
と
し
て
も
国
・
県

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

堀
越
　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

下
貝
塚
３
丁
目
地
先
の
ト
ン

ネ
ル
は
、
極
端
に
狭
く
、
ト
ン

ネ
ル
に
接
続
す
る
道
路
も
道
幅

が
狭
い
。
ト
ン
ネ
ル
前
後
で
相

互
の
車
両
が
立
ち
往
生
す
る
状

況
で
あ
り
、
接
触
事
故
も
起
き

て
い
る
。
こ
の
状
態
を
回
避
す

る
た
め
、
信
号
機
や
注
意
の
看

板
等
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
応

は
で
き
な
い
か
。

事
故
回
避
の
た
め
対
応
で
き
な
い
か

注
意
表
示
板
等
の
新
設
を
検
討

下貝塚３丁目地先のトンネル

答
　

ト
ン
ネ
ル
前
後
の
市
道
は
、

一
部
拡
幅
し
て
い
る
が
、
複
雑

な
道
路
形
態
の
た
め
、
信
号
待

ち
車
両
と
交
差
車
両
の
通
行
が

で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
信

号
機
の
設
置
は
困
難
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
注
意
表
示
板
等

は
設
置
し
て
い
る
が
、
老
朽
化

し
た
看
板
も
あ
り
、
新
た
な
看

板
を
よ
り
認
識
で
き
る
箇
所
へ

設
置
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

青
山
博
一
議
員
（
緑
風
会
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
南
部

ル
ー
ト
を
走
る
バ
ス
の
車
体
は
、

狭
い
旧
道
を
走
る
に
は
大
き
く
、

デ
ザ
イ
ン
も
路
線
バ
ス
と
同
じ

で
分
か
り
に
く
い
。
浦
安
市
の

「
お
さ
ん
ぽ
バ
ス
」
は
小
型
で
子

ど
も
達
に
人
気
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

小
型
車
両
を
導
入
し
、
車
体
デ

ザ
イ
ン
や
愛
称
を
市
民
に
募
集

市
民
に
親
し
ま
れ
る
バ
ス
目
指
す
べ
き

実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く

コミュニティバス南部ルート

し
て
、
親
し
ま
れ
る
バ
ス
を
目

指
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　

南
部
ル
ー
ト
は
利
用
者
が

多
く
、
小
型
化
す
る
と
利
用
者

の
積
み
残
し
等
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、
車
両
の

耐
用
年
数
に
よ
る
買
い
替
え
の

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ザ

イ
ン
の
変
更
等
を
含
め
、
今
後
、

実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
民
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
本
八
幡
駅

前
で
買
い
物
や
銀
行
を
利
用
す

る
た
め
、
少
し
の
時
間
、
自
転

車
を
停
め
よ
う
と
し
て
も
、
街

頭
指
導
を
受
け
、
停
め
る
こ
と

が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
と
相
談

を
受
け
た
。
も
っ
と
柔
軟
な
対

応
は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、

応
対
の
仕
方
に
も
問
題
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
ど

応
対
の
仕
方
に
問
題 

ど
う
指
導
す
る
の
か

ＪＲ本八幡駅前の自転車対策

の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
の
か
。

答
　

短
時
間
で
あ
っ
て
も
、
放

置
禁
止
区
域
内
に
自
転
車
を
放

置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
た
め
、
市
営
や
民
間
駐
輪
場

へ
の
案
内
や
誘
導
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
街
頭
指
導
員
に
は
、

日
頃
か
ら
、
親
切
・
丁
寧
な
対

応
を
指
導
し
て
い
る
が
、
再
度
、

指
導
を
徹
底
し
、
接
遇
対
応
向

上
の
研
修
も
実
施
し
て
い
く
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

国
分
３
丁
目
に
あ
る
指
定
生

活
介
護
事
業
所
・
松
香
園
は
、

平
成
22
年
４
月
に
新
園
舎
が
完

成
し
た
が
、
民
間
委
託
さ
れ
る

と
聞
い
た
。
南
八
幡
ワ
ー
ク
ス

に
続
く
委
託
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
コ
ス
ト
削
減
目
的
で
の

民
間
委
託
は
、
住
民
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
き
か
ね
な
い

と
危
惧
し
て
い
る
。
委
託
に
関

指
定
管
理
者
制
度
導
入 

市
の
考
え
は

導
入
効
果
を
検
証
し
新
た
な
展
開
図
る

松香園の今後の在り方

す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　

松
香
園
の
民
間
へ
の
委
託

に
つ
い
て
は
、
19
年
度
か
ら
検

討
を
始
め
、
25
年
度
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
る
。
市
と
し
て
は
今
後
、
先

行
事
例
の
導
入
効
果
を
し
っ
か

り
と
検
証
す
る
と
共
に
、
公
と

民
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
、

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
展
開

を
考
え
た
い
。

西
村
　

敦
議
員
（
公
明
党
）

　

行
徳
橋
に
つ
い
て
は
、
新
規

の
橋
を
行
徳
可
動
堰
（
せ
き
）

直
近
上
流
側
に
建
設
す
る
予
定

と
県
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
市

か
ら
の
要
望
等
も
あ
り
、
車
道

は
６
ｍ
へ
、
歩
行
者
・
自
転
車

道
路
は
４
ｍ
へ
大
き
く
拡
幅
す

る
構
想
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

は
、
ど
の
よ
う
に
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

市
民
の
意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か

地
域
の
意
見
を
聞
く
機
会
設
け
た
い

行　徳　橋

答
　

市
と
し
て
も
、
行
徳
橋
の
架

け
替
え
は
大
き
な
事
業
で
あ
る

た
め
、
事
業
が
進
め
ら
れ
る
前

に
市
民
に
説
明
し
意
見
を
聞
く

こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
国

や
県
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
協

力
し
て
き
た
が
、
今
後
も
、
事

業
者
や
自
治
会
等
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
、
地
域
の
意
見
を
聞

く
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

多
く
の
民
間
保
育
園
は
定
員

を
超
え
る
受
け
入
れ
を
し
て
待

機
児
童
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、

平
成
22
年
の
国
の
改
正
通
知
で
、

１
２
０
％
超
の
在
所
率
が
２
年

間
続
い
た
場
合
に
は
定
員
を
見

直
す
こ
と
に
な
り
、
待
機
児
童

の
受
け
入
れ
が
阻
害
さ
れ
か
ね

な
い
。
県
に
対
し
、
連
続
２
年

間
の
要
件
を
５
年
間
と
す
る
と

国
の
通
知 

県
に
見
直
し
の
要
望
を

近
隣
市
と
も
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く

保育園の待機児童解消

い
っ
た
見
直
し
の
要
望
は
で
き

な
い
か
。

答
　

定
員
の
弾
力
化
と
い
う
考

え
方
は
、
待
機
児
童
解
消
の
た

め
に
も
非
常
に
有
効
な
施
策
の

一
つ
で
あ
る
。
近
隣
10
市
の
保

育
担
当
者
で
構
成
す
る
千
葉
県

北
部
保
育
行
政
連
絡
協
議
会
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
県
に

対
し
要
望
を
行
う
こ
と
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

親
切
・
丁
寧
な
対
応 

再
度
徹
底
す
る

松
香
園

宮
本
　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
市
川
南

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
通

称
三
番
堀
と
大
和
田
４
丁
目
に

あ
る
ス
ー
パ
ー
脇
の
み
よ
し
通

り
と
の
交
差
点
周
辺
で
は
、
外

環
道
路
完
成
後
に
は
交
通
量
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危

惧
が
あ
る
。
外
環
道
路
の
整
備

に
合
わ
せ
て
、
信
号
機
設
置
な

ど
の
安
全
対
策
が
必
要
で
は
な

交
通
量
増
加
に
伴
う
安
全
対
策
を

信
号
機
設
置
を
国
に
要
望
し
て
い
く

大和田４丁目交差点の道路整備

い
か
。

答
　

当
該
交
差
点
は
時
間
帯
に

よ
り
車
両
の
み
で
な
く
、
歩
行

者
や
自
転
車
の
通
行
の
多
い
交

差
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

信
号
機
の
設
置
は
、
今
後
の

外
環
道
路
と
市
道
の
取
り
付
け

に
お
け
る
協
議
の
中
で
、
交
差

点
ま
で
の
道
路
拡
幅
整
備
と
共

に
、
安
全
対
策
と
し
て
国
に
要

望
し
て
い
く
。

道 路  ・ 交 通

福 祉

行
徳
橋

道 路 ・ 交 通


